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寄
　
稿

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）、
敗
戦
の
報
と
と
も
に
、
１
才
に
も
な
ら
な

い
私
は
母
の
背
中
に
く
く
ら
れ
て
中
国
・
牡
丹
江
か
ら
舞
鶴
港
に
引
き
揚

げ
母
の
実
家
に
来
て
、
そ
れ
か
ら
79
才
の
今
日
ま
で
高
田
に
住
ん
で
い
る
。

　

戦
後
の
混
乱
期
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
出
来
事
が
押

し
寄
せ
た
で
あ
ろ
う
。
私
が
小
学
校
１
年
の
時
、
両
親
は
離
婚
し
た
。
東

京
に
行
っ
た
父
は
、
残
し
て
き
た
娘
を
不
憫
に
思
っ
た
の
か
、
毎
月
小
学

館
の
〇
年
生
の
雑
誌
と
小
川
未
明
の
童
話
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
戦
後
で
も
、

印
刷
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
父
に
は
出
版
物
な
ど
手
に
入
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

私
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
縁
側
で
青
田
川
の
流
れ
る
音
を
耳
に

し
て
、
一
心
に
小
川
未
明
を
読
ん
だ
。
そ
れ
が
、
小
川
未
明
を
知
る
き
っ

か
け
で
あ
っ
た
。
来
月
は
？　

心
待
ち
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

５
年
た
っ
て
、
私
は
小
学
５
年
生
、
父
は
再
婚
し
そ
の
頃
か
ら
私
へ
の

本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
無
く
な
っ
た
。

　

新
潟
大
学
高
田
分
校
附
属
小
学
校
５
年
に
な
っ
た
私
に
、
小
川
未
明
を

読
ん
で
下
さ
る
先
生
が
現
れ
た
。
矢
島
太
郎
先
生
は
授
業
の
前
、
お
話
の

時
間
を
設
け
て
下
さ
っ
た
。
長
身
の
矢
島
先
生
の
声
は
ク
ラ
ス
中
に
響
き
、

父
が
送
っ
て
く
れ
た
未
明
童
話
集
と
は
異
な
っ
た
感
覚
で
、
新
し
い
未
明

と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
目
で
活
字
を
追
っ
て
い
た
感
覚
で
は
な

く
、
耳
か
ら
入
る
未
明
に
想
像
が
ふ
く
ら
み
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
経
験

を
毎
朝
、
お
話
の
時
間
で
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
想
像
は
知
ら
な
い
世

界
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

附
属
中
学
・
北
城
高
校
の
通
り
過
ぎ
る
青
春
の
日
々
は
未
明
か
ら
も
読

書
か
ら
も
遠
ざ
け
た
。
そ
し
て
結
婚
。
末
の
子
が
５
歳
、
35
歳
の
時
、
杉

み
き
子
先
生
と
出
会
い
私
は
書
く
こ
と
を
覚
え
た
。
昭
和
35
年
の
頃
で
あ

る
。「
ブ
ー
シ
ュ
北
村
」
と
い
う
ス
テ
キ
な
お
菓
子
屋
さ
ん
が
杉
先
生
を

選
者
と
し
て
童
話
を
募
集
し
た
。
三
席
に
選
ば
れ
、
そ
の
歴
史
物
語
は
、

そ
れ
か
ら
長
く
続
く
書
く
面
白
さ
を
知
っ
た
私
の
処
女
作
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
杉
先
生
の
書
か
れ
た
児
童
文
学
、
小
川
未
明
に
関
す
る

エ
ッ
セ
イ
な
ど
隈
な
く
読
み
、
児
童
文
学
や
小
説
を
書
く
世
界
に
の
め
り

込
ん
で
行
っ
た
。
60
歳
の
時
、
高
田
文
化
協
会
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
私
は
、
杉
先
生
に
毎
日
の
よ
う
に
お
会
い
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

先
生
の
日
常
に
触
れ
る
喜
び
は
格
別
な
も
の
で
あ
り
、
今
も
お
宅
に
お
邪

魔
し
先
生
の
お
顔
を
拝
す
る
。
杉
先
生
の
エ
ッ
セ
イ
「
ば
ら
こ
く
た
い
」

を
同
人
誌
「
文
芸
た
か
だ
」
に
企
画
し
、
そ
れ
は
長
い
連
載
と
な
っ
て
、

小
川
未
明
に
導
い
て
下
さ
っ
た

　
　
　
　
　
　

６
人
の
先
生
と
父

河
村
　
一
美 

氏

（
高
田
文
化
協
会
顧
問
）
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誌
面
を
飾
っ
た
。

　

杉
先
生
の
「
小
川
未
明
」
に
つ
い
て
の
文
章
も
多
く
読
み
、
小
川
未
明

と
杉
先
生
の
類
似
・
相
違
点
な
ど
感
慨
深
く
読
み
、
今
も
そ
れ
は
続
い
て

い
る
。

　

春
日
山
神
社
宮
司
の
小
川
清
隆
先
生
に
は
、「
文
芸
た
か
だ
」
に
連
載

「
親
子
雲
」
を
お
願
い
し
、
挿
絵
の
濱
口
剛
先
生
と
春
日
山
神
社
に
行
き
、

原
稿
を
頂
い
た
折
、
清
隆
先
生
、
奥
様
と
も
ど
も
、
お
茶
を
入
れ
て
下
さ

り
、
未
明
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
。
未
明
か
ら
の
手
紙
を
障
子
戸
の

破
れ
た
と
こ
ろ
に
貼
っ
た
、
な
ど
お
お
ら
か
な
清
隆
先
生
の
一
面
を
見
る

思
い
で
あ
っ
た
。

　

小
川
未
明
研
究
家
・
児
童
文
化
評
論
家
の
上か

み

笙し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
先
生
と
出
会
い
、

未
明
に
つ
い
て
の
あ
れ
こ
れ
を
伺
っ
た
の
も
い
い
思
い
出
で
あ
る
。
あ
る

時
は
、
十
日
町
か
ら
飯
山
線
で
長
野
ま
で
の
数
時
間
、
未
明
に
つ
い
て
一

対
一
の
勉
強
会
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
あ
る
時
は
人
魚
像
を
見
よ
う
と
、

タ
ク
シ
ー
を
使
い
な
が
ら
７
つ
の
人
魚
像
を
見
て
ま
わ
り
人
魚
と
は
、
を

叩
き
こ
ま
れ
た
こ
と
も
今
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

上
先
生
か
ら
頂
い
た
ご
著
書
ほ
か
数
冊
の
書
物
は
宝
で
あ
る
。

　

小
川
英
晴
先
生
に
は
、
拙
作
『
昔
、
雁
木
の
町
を
瞽
女
さ
ん
が
歩
い
て

い
た
』
の
序
文
を
図
々
し
く
も
お
願
い
し
、
嬉
し
い
こ
と
に
英
晴
先
生
は

考
え
て
悩
ん
で
、
文
章
が
枠
か
ら
は
み
出
す
く
ら
い
の
序
文
を
書
い
て
下

さ
っ
た
。
英
晴
先
生
が
企
画
さ
れ
、
毎
年
行
わ
れ
る
「
小
川
未
明
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
未
明
に
ち
な
む
フ
ラ
メ
ン
コ
が
英
晴
先
生
な
ら
で
は

の
演
出
で
い
つ
も
驚
か
さ
れ
、
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
る
。
亡
き
奥
様
を
偲

ば
れ
る
「
愛
の
詩
」
の
朗
読
も
涙
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

上
越
教
育
大
学
教
授
の
小
埜
裕
二
先
生
の
「
小
川
未
明
研
究
会
」
は
人

気
の
講
座
で
、
89
回
と
回
を
重
ね
て
い
る
。
毎
回
、
小
埜
先
生
の
決
し
て

教
え
込
む
、
と
い
う
講
義
で
は
な
く
、
理
解
を
促
す
あ
た
た
か
さ
は
受
講

生
を
夢
中
に
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
前
、「
小
川
未
明
小
説
講
座
」
も
開
か
れ
、
年
齢
層
が
も
う
少
し
若

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
高
田
出
身
の
未
明
を
も
っ
と
知
り
、
も
っ
と
理
解

を
深
め
た
い
市
民
の
為
に
小
埜
裕
二
先
生
の
存
在
は
大
き
く
、
あ
り
が
た

い
も
の
で
あ
る
。
小
埜
先
生
の
、
小
川
未
明
に
対
す
る
熱
意
が
わ
れ
わ
れ

受
講
生
に
も
つ
た
わ
り
、
ま
す
ま
す
未
明
に
心
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
。

　

６
人
の
先
生
と
父
は
私
を
小
川
未
明
へ
と
導
い
て
下
さ
っ
た
嬉
し
い
存

在
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
未
明
を
知
り
た
い
、
読
み
た
い
、
愉
し
み
た
い
…

こ
ん
な
こ
と
を
願
う
昨
今
で
あ
る
。
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令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
）
は
、
２
５
７
４
１
人
の

方
か
ら
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
展
覧
会
】

　

特
別
展
を
２
回
、
企
画
展
を
１
回
開
催
し
ま
し
た
。

特
別
展

〈
第
31
回
小
川
未
明
文
学
賞
展
〉

〈
会
期
〉
令
和
５
年
４
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
５
月
７
日
（
日
）　

25
日
間

〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
来
場
者
数
〉
１
５
６
８
人

文
学
館
１
年
の
記
録

報
　
告

小
川
未
明
文
学
賞
は
、
小
川
未
明
の
文
学
精
神
で
あ

る
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
創
作
児
童
文
学
作
品
を
輩
出
す
る
目
的

で
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
展
で
は
、
第
31
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
応
募
作

品
５
５
７
編
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
大
賞
・
優
秀
賞
の

受
賞
者
の
声
と
そ
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
贈
呈
式
の
様
子
、
こ

れ
ま
で
の
大
賞
受
賞
者
と
そ
の
作
品
、
今
回
の
最
終
選

考
ま
で
残
っ
た
作
品
の
講
評
の
ほ
か
、
書
籍
化
さ
れ
た

第
30
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞
作
品
（
２
０
２
１

年
）、
島
村
木
綿
子
氏
著
『
カ
ス
テ
ラ
ア
パ
ー
ト
の
ざ

ら
め
さ
ん
』
の
書
籍
表
紙
パ
ネ
ル
や
校
正
原
稿
（
㈱

Gakken
提
供
）
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
を
通
じ
て
、
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
を
志

す
人
が
一
人
で
も
増
え
る
と
と
も
に
、
未
明
の
文
学
精

神
を
受
け
継
ぐ
作
品
が
数
多
く
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
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特
別
展

〈
山
福
朱
実
原
画
・
吉
田
延
絵
画
展

―
未
明
童
話「
砂
漠
の
町
と
サ
フ
ラ
ン
酒
」な
ど
―
〉

〈
会
期
〉
令
和
５
年
10
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
12
月
24
日
（
日
）　

64
日
間

〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
来
場
者
数
〉
５
１
６
３
人

生
涯
に
わ
た
っ
て
約
１
２
０
０
編
も
の
童
話
を
つ
く

り
「
日
本
近
代
童
話
の
父
」
と
い
わ
れ
た
小
川
未
明
。

そ
の
童
話
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
多
く
の
画

家
た
ち
に
よ
っ
て
、
明
治
か
ら
令
和
の
時
代
に
か
け
て
、

未
明
童
話
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
よ
っ
て
、
未
明
童
話
の
情
景
や
、
未

明
が
童
話
を
通
じ
て
語
り
か
け
て
く
る
心
を
、
よ
り
強

く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
別
展
で
は
小
川
未
明
文
学
館
で
所
蔵
し
て
い
る
作

品
の
中
か
ら
、
山
福
朱
実
氏
の
「
砂
漠
の
町
と
サ
フ
ラ

ン
酒
」（
多
色
刷
り
木
版
画
・
22
点
）、
吉
田
延
氏
の

「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」「
金
の
輪
」「
月
夜
と
め
が

ね
」「
牛
女
」
な
ど
の
絵
画
９
点
と
版
画
７
点
を
展
示

し
、
未
明
童
話
の
世
界
と
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

●
山
福
朱
実
氏

１
９
６
３
年
、
福
岡
県
北
九
州
生
ま
れ
。
絵
本
に
『
ヤ
マ
ネ
コ

毛
布
』（
復
刻
ド
ッ
ト
コ
ム
）、『
ぐ
る
う
ん
ぐ
る
ん
』（
農
文

協
）
な
ど
が
あ
る
。
木
版
画
で
の
出
版
は
本
作
が
は
じ
め
て
で
、

憧
れ
と
幻
想
、
う
ら
み
と
悲
し
み
に
満
ち
た
「
砂
漠
の
町
と
サ

フ
ラ
ン
酒
」
の
世
界
を
、
美
し
く
、
そ
し
て
妖
し
く
描
き
出
し

ま
し
た
。

●
吉
田
延
氏

１
９
３
０
年
、
兵
庫
県
神
戸
市
生
ま
れ
。
洋
画
家
の
伊
藤
継
郎

に
師
事
。
１
９
９
０
年
頃
か
ら
未
明
童
話
に
惹
か
れ
て
作
品
を

制
作
。
画
家
の
精
神
の
記
憶
が
深
く
刻
ま
れ
た
、
や
さ
し
く
も

悲
し
み
と
祈
り
に
あ
ふ
れ
た
作
品
が
特
徴
。
１
９
９
９
年
死
去
。
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報
　
告

企
画
展
〈
小
川
未
明
お
宝
展
〉

〈
会
期
〉
前
期　

令
和
６
年
１
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
３
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

後
期　

令
和
６
年
３
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
21
日
（
日
）　

60
日
間

〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
来
場
者
数
〉
５
０
８
６
人

小
川
未
明
文
学
館
の
所
蔵
品
や
、
通
常
非
公
開
の
小

川
家
寄
託
資
料
の
中
か
ら
、
未
明
直
筆
の
屏
風
や
掛
軸
、

自
筆
原
稿
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
は
じ
め
、
未
明
の
身

の
回
り
品
や
愛
用
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
会
期
中

は
前
期
・
後
期
で
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

●
主
な
展
示
資
料

・
小
川
未
明
筆
古
稀
記
念
屏
風
（
前
期
）

・
小
川
未
明
筆
扇
面
貼
交
屏
風
（
後
期
）

・
小
川
未
明
筆
掛
軸
「
雲
の
ご
と
く
」（
前
期
）

・
坪
内
逍
遥
筆
掛
軸
「
山
椿
の
歌
」（
後
期
）

・
小
川
未
明
自
筆
原
稿
「
花
の
咲
く
前
」（『
お
話
の

木
』
昭
和
12
年
５
月
発
表
）

・
小
川
未
明
自
筆
原
稿
「
相
撲
」（『
お
話
の
木
』
昭

和
12
年
６
月
発
表
）

・
高
円
寺
の
未
明
自
宅
玄
関
に
置
か
れ
て
い
た
壺

・
『
日
本
名
作
童
話
』（
金
の
星
社
）
出
版
記
念
と

し
て
、
執
筆
者
一
同
か
ら
贈
ら
れ
た
大
理
石
の
置

時
計

・
未
明
夫
婦
の
金
婚
式
に
際
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

贈
ら
れ
た
鉄
瓶

・
さ
い
と
う
し
ず
え
「
月
夜
と
眼
鏡
」
原
画
12
点

・
高
岡
洋
介
「
も
の
ぐ
さ
じ
じ
い
の
来
世
」
原
画
３

点

ほ
か
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【
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等
】

未
明
生
誕
祭

〈
日
時
〉
令
和
５
年
３
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
０
時

〈
会
場
〉
未
明
生
家
跡
地
・
町
家
交
流
館
高
田
小
町

〈
主
催
〉
小
川
未
明
研
究
会

小
川
未
明
は
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
４
月
７
日
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
は
未
明
生
誕
１
４
１
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
上
越
市
幸
町
の
「
未
明
生
誕
の

地
」
碑
前
で
未
明
ご
令
孫
・
詩
人
の
小
川
英
晴
氏
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
献
花
・
献
酒
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
会
場
を
町
家
交
流
館
高
田
小
町
に
移
し
、
記
念

ス
ピ
ー
チ
・
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

●
第
１
部　

生
誕
祭

開
会
:
小
埜
裕
二
氏
（
小
川
未
明
研
究
会
代
表
）、

来
賓
祝
辞
:
小
川
英
晴
氏
（
未
明
ご
令
孫
・
詩
人
）、

詩
碑
・
石
塔
案
内
:
小
埜
裕
二
氏

　

●
第
２
部　

ス
ピ
ー
チ
・
記
念
講
演

ス
ピ
ー
チ
:
横
関
レ
イ
子
氏
（
小
川
未
明
研
究

会
）、
浅
井
悠
子
氏
（
小
川
未
明
研
究
会
）・
高
波

昭
子
氏
（
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

記
念
講
演
:
小
川
英
晴
氏

小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭

〈
日
時
〉
令
和
５
年
５
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

展
示
室
ほ
か

子
ど
も
た
ち
か
ら
未
明
童
話
や
文
学
館
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、「
小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
29
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
今
回
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

未
明
童
話
「
五
月
の
川
の
中
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙

皿
で
作
る
こ
い
の
ぼ
り
や
、「
花
と
あ
か
り
」
に
出
て

く
る
ち
ょ
う
ち
ょ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
工
作
、
小
川
未
明

の
似
顔
絵
灯
ろ
う
作
り
な
ど
、
当
日
限
定
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
工
作
に
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
設
展
示
室
内
に
隠
さ
れ
た
「
め
が
ね
」
を

探
す
ク
イ
ズ
や
、
未
明
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
ハ

ン
チ
ン
グ
帽
に
丸
め
が
ね
を
身
に
着
け
、
羽
織
姿
で
未

明
に
な
り
き
っ
て
写
真
撮
影
を
行
う
「
小
川
未
明
に
な

り
き
ろ
う
」
も
人
気
で
し
た
。
来
場
者
数
延
べ
１
７
２

人
。
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朗
読
研
修
会

〈
日
時
〉
令
和
５
年
６
月
17
日
（
土
）、

　
　
　

 
６
月
24
日
（
土
）、
７
月
１
日
（
土
）

時
間
は
１
、２
回
目
が
午
後
２
時
～
４
時
、

３
回
目
が
午
後
２
時
～
４
時
30
分

〈
会
場
〉
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　

研
修
室

　

橘
由
貴
氏
（
朗
読
療
法
士
・
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）
を
講
師
に
、
朗
読
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
基
本
的
な
声
の
作
り
方
や
表
現
力
の
磨
き

方
、
発
声
練
習
の
大
切
さ
を
学
び
、「
聴
き
手
の
心
に

届
く
朗
読
を
す
る
に
は
」
と
い
う
講
義
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
次
に
発
声
練
習
や
開
口
訓
練
を
行
い
、
そ
の
後
、

未
明
童
話
「
月
と
あ
ざ
ら
し
」（
大
正
14
年
）
を
題
材

に
し
た
実
践
的
な
朗
読
で
、
講
師
か
ら
個
々
に
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
の
朗
読
を
聴
き
、
受
講
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
参
考
に
し
ま
し
た
。
受
講
者
数
26

人
。

文
学
館
講
座

　

未
明
や
そ
の
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
３
回
開
催

し
ま
し
た
。
受
講
者
数
は
延
べ
１
３
１
人
。

第
１
回
文
学
館
講
座

〈
講
師
〉
石
川
桂
子
氏
（
竹
久
夢
二
美
術
館
学
芸
員
）

〈
演
題
〉「
竹
久
夢
二
と
小
川
未
明
～
紡
が
れ
る
大

正
ロ
マ
ン
の
美
、
二
人
の
交
流
～
」

〈
日
時
〉
令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
大
正
ロ
マ
ン
の
画
家
・
竹
久
夢
二
～
人
生
と
芸
術

～
」「
夢
二
と
未
明
」「
竹
久
夢
二
美
術
館
の
活
動
」
の

３
つ
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
大
正
ロ
マ
ン
の
画
家
・
竹
久
夢
二
～
人
生
と

芸
術
～
」
で
は
、
竹
久
夢
二
の
49
年
間
の
生
涯
を
、
当

時
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
影
響
を
与
え
た
人
物
と
の
交
流
を

中
心
に
、
各
時
代
の
夢
二
作
品
と
と
も
に
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夢
二
の
恋
愛
と
旅
に
焦
点
を
あ

て
、
夢
二
に
影
響
を
与
え
た
３
人
の
女
性
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
晩
年
の
外
遊
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
夢
二
の
画
風
に
つ
い
て
「
美
人
画
」「
子
ど
も

向
け
の
イ
ラ
ス
ト
」
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

次
に
「
夢
二
と
未
明
」
で
は
、
二
人
の
交
流
や
、
夢

二
が
未
明
童
話
の
表
紙
や
挿
絵
を
描
い
た
作
品
に
つ
い

て
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
竹
久
夢
二
美
術
館
の
活
動
」
で
は
、
竹
久
夢
二
美

術
館
の
成
り
立
ち
や
近
年
の
展
覧
会
の
開
催
状
況
な
ど

の
ほ
か
、
大
手
企
業
と
の
商
品
企
画
な
ど
の
先
進
的
な

取
組
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者
35

人
。
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第
２
回
文
学
館
講
座

　

〈
講
師
〉
矢
崎
節
夫
氏
（
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館
長
）

　

〈
演
題
〉「
金
子
み
す
ゞ
の
う
れ
し
い
ま
な
ざ
し

　
　
　
　
　

―
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。―
」

　

〈
日
時
〉
令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　

〈
会
場
〉
上
越
市
市
民
プ
ラ
ザ　

第
３
会
議
室

は
じ
め
に
金
子
み
す
ゞ
が
詩
を
書
く
際
に
大
切
に
し

て
い
た
視
点
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

す
ゞ
は
「
私
と
あ
な
た
」
で
は
な
く
、「
あ
な
た
と

私
」
と
い
う
視
点
で
詩
を
書
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

「
私
」
が
先
に
き
て
し
ま
う
と
「
私
」
の
視
点
と
な
り
、

独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、「
あ
な
た
と

私
」
と
い
う
視
点
で
作
品
を
作
り
上
げ
る
の
だ
と
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
み
す
ゞ
の
代
表
作
「
大
漁
」「
こ
だ
ま
で

し
ょ
う
か
」「
さ
び
し
い
と
き
」「
土
」「
私
と
小
鳥
と

鈴
と
」「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」「
積
も
っ
た
雪
」「
風
」
の

８
編
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
対
す
る
み
す
ゞ

の
想
い
や
矢
崎
先
生
の
考
察
、
詩
に
関
連
し
た
実
体
験

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
「
こ
だ
ま
で

し
ょ
う
か
」
で
は
、
こ
の
詩
が
人
び
と
に
広
く
知
ら
れ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
積
も
っ
た
雪
」

で
は
、「
中
の
雪
」
の
視
点
か
ら
も
詩
を
詠
ん
だ
、
み

す
ゞ
の
独
特
な
感
性
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
に
お
け
る
顕
彰
活
動
の

様
子
に
つ
い
て
も
館
長
の
お
立
場
か
ら
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
講
者
数
65
人
。

第
３
回
文
学
館
講
座

〈
講
師
〉
小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
・
小

川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）

〈
演
題
〉「
小
川
未
明
と
宮
沢
賢
治
の
接
点
」

〈
日
時
〉
令
和
５
年
11
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

〈
会
場
〉
町
家
交
流
館
高
田
小
町　

多
目
的
ホ
ー
ル

小
川
未
明
と
宮
沢
賢
治
に
つ
い
て
、「
歩
く
電
信

柱
」「
大
正
10
年
の
転
機
」「
賢
治
に
接
近
す
る
未
明
」

「
未
明
に
接
近
す
る
賢
治
」「
賢
治
追
悼
童
話
」
の
５

つ
の
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
い
立
ち
や
歩
ん
だ
人

生
、
作
品
の
比
較
を
交
え
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
大
正
10
年
の
転
機
」
で
は
、
法
華
経
の
精
神
を
童

話
で
表
す
こ
と
を
使
命
と
し
た
賢
治
と
、
相
互
扶
助
の

精
神
を
童
話
で
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
た
未
明

の
考
え
方
の
相
違
点
と
類
似
点
に
つ
い
て
、
賢
治
「
鹿

踊
り
の
は
じ
ま
り
」
と
未
明
「
黒
い
人
と
赤
い
橇そ

り

」
を

読
み
解
き
な
が
ら
、
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
未
明
と
賢
治
の
童
話
を
比
較
し
、
自
分
の
こ

と
を
棚
に
上
げ
る
こ
と
で
社
会
の
姿
を
俯
瞰
的
に
捉
え
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た
未
明
と
、
自
分
の
こ
と
を
棚
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
生
き
物
の
宿
命
を
見
据
え
た
賢
治
と
の
作
風
の
違

い
、
未
明
童
話
か
ら
学
ぶ
も
の
は
「
不
条
理
な
も
の
と

戦
う
姿
勢
」
で
あ
り
、
賢
治
の
童
話
か
ら
学
ぶ
も
の
は

「
赦ゆ

る

し
や
祈
り
の
姿
勢
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者
31
人
。

文
学
館
お
は
な
し
会

　

〈
日
時
〉
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日　

午
後
２
時
～

　

〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

未
明
童
話
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
、
未
明
童
話
を

中
心
と
し
た
お
は
な
し
会
を
23
回
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
数
延
べ
２
１
４
人
。

出
張
お
は
な
し
会

未
明
童
話
に
出
会
う
機
会
を
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
提
供
す
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
小
学
校
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
出
向
い
て
、
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
市
内
小
学
校
８
校
（
３
０
９
人
）、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
13
か
所
（
３
６
９
人
）
を
訪
問
し

ま
し
た
。

未
明
童
話
の
ぬ
り
絵

小
川
未
明
文
学
館
の
「
出
会
い
の
ロ
ビ
ー
」
で
は
、

い
つ
で
も
数
種
類
の
未
明
童
話
の
ぬ
り
絵
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
、
高
校
生
・
大
人

ま
で
、
大
勢
の
方
か
ら
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
ぬ
り
絵
は
、
ロ
ビ
ー
掲
示
板
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
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こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム　
未
明
童
話
と
親
し
も
う

―
こ
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
未
明
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

未
明
童
話
と
い
え
ば
「
赤
い
蝋ろ

う
そ
く燭

と
人
魚
」
や
「
月

夜
と
眼め
が
ね鏡
」、「
野の

ば

ら
薔
薇
」
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
こ
の

ほ
か
に
も
素
晴
ら
し
い
童
話
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
童
話
を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
月

替
わ
り
で
未
明
童
話
１
作
品
を
冊
子
に
し
て
無
償
配
布

し
ま
し
た
。

　

配
布
作
品
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
の
低
中
学
年
向
け

の
童
話
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
「
お
は

な
し
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
、
集
め
た
シ
ー
ル
数
に
応
じ

て
、
文
学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
延
べ
７
０
７
冊
の
冊
子
を
配
布
し
ま
し
た
。

●
配
布
童
話

・
４
月
「
春
は
お
か
あ
さ
ん
で
す
」（
初
出
「
春
ハ
、
オ

母
サ
ン
デ
ス
」『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭
和
10
年
４
月
）

・
５
月
「
五
月
の
川
の
中
」（
初
出
「
五
月
ノ
川
ノ
中
」

『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭
和
９
年
５
月
）

・
６
月
「
武
ち
ゃ
ん
と
蟹
」（
初
出
「
武
チ
ャ
ン
ト
蟹
」

『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭
和
８
年
８
月
）

・
７
月
「
く
ら
げ
の
お
ば
さ
ん
」（
初
出
「
ク
ラ
ゲ
ノ
ヲ

バ
サ
ン
」『
ス
ヰ
ー
ト
』
昭
和
９
年
７
月
）

・
８
月
「
山
の
は
な
し
」（
初
出
「
山
の
話
」『
コ
ド
モ
ア

サ
ヒ
』
昭
和
９
年
８
月
臨
時
）

・
９
月
「
秋
の
野
」（
初
出
「
秋
ノ
野
」『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』

昭
和
８
年
９
月
）

・
10
月
「
お
月
様
と
虫
た
ち
」（
初
出
「
オ
月
サ
マ
ト
虫

タ
チ
」『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭
和
７
年
10
月
）

・
11
月
「
寒
く
な
る
前
の
話
」（
初
出
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

昭
和
６
年
11
月
）

・
12
月
「
花
と
人
間
」（
初
出
『
人
類
愛
善
新
聞
』
昭
和
８

年
12
月
中
旬
、
下
旬
号
）

・
１
月
「
な
ん
で
も
は
い
り
ま
す
」（
初
出
「
ナ
ン
デ
モ

ハ
イ
リ
マ
ス
」『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭
和
７
年
１
月
）

・
２
月
「
風
の
子
と
お
ひ
な
さ
ま
」（
初
出
「
風
ノ
子
ト

オ
雛
様
」『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭
和
９
年
３
月
）

・
３
月
「
星
の
降
る
夜
」（
初
出
『
せ
う
が
く
三
年
生
』
昭

和
14
年
２
月
）

【
そ
の
他
関
連
事
業
】

「
日
本
近
代
童
話
の
父 

小
川
未
明
顕
彰
会
」
事
業

詩
人
・
小
川
英
晴
氏
（
未
明
ご
令
孫
）
と
巡
る

未
明
ゆ
か
り
の
地
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

〈
日
時
〉
令
和
５
年
11
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〈
主
な
立
ち
寄
り
先
〉

小
川
未
明
文
学
館
、
未
明
生
誕
の
地
、
長

養
館
（
昼
食
）、
春
日
山
神
社
、
レ
ス
ト

ラ
ン
エ
リ
ス
（
旧
師
団
長
官
舎
・
喫
茶
）

小
川
英
晴
氏
（
未
明
ご
令
孫
）
と
小
埜
裕
二
氏
（
上

越
教
育
大
学
教
授
・
小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）

を
講
師
に
迎
え
、
上
越
市
内
の
未
明
ゆ
か
り
の
地
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
小
川
未
明
文
学
館
で
小
埜
教
授
か
ら
未
明
の

生
い
立
ち
や
作
品
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
い
た
だ
い
た

後
、
未
明
生
誕
の
地
で
あ
る
上
越
市
幸
町
に
移
動
し
、

幼
少
期
ゆ
か
り
の
場
所
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

春
日
山
神
社
で
は
、
風
間
宮
司
か
ら
非
公
開
の
未
明

資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
境
内
の
未
明

詩
碑
「
雲
の
ご
と
く
」
や
春
日
山
神
社
記
念
館
を
ご
案

内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
リ
ス
（
旧
師
団
長
官
舎
）
で

は
、
未
明
童
話
「
飴
チ
ョ
コ
の
天
使
」
に
ち
な
ん
だ
オ
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報
　
告

リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
と
珈
琲
を
味
わ
い
な
が
ら
、
小
川

英
晴
氏
か
ら
未
明
の
思
い
出
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
数
35
人
。

「
日
本
近
代
童
話
の
父 

小
川
未
明
顕
彰
会
」合
同
イ
ベ
ン
ト

〈
未
明
童
話
の
世
界
を
感
じ
よ
う
〉

〈
日
時
〉
令
和
５
年
11
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

〈
会
場
〉
上
越
文
化
会
館　

市
民
サ
ロ
ン
・
ロ
ビ
ー

「
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」（
上
越

文
化
会
館
主
催
）
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、「
日
本
近
代

童
話
の
父　

小
川
未
明
顕
彰
会
」
構
成
団
体
に
よ
る
合

同
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、「
出
張
小
川
未
明
文
学
館
」
と
し
て
、

未
明
紹
介
パ
ネ
ル
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
月
と
あ
ざ
ら
し
」
の
解
説
パ
ネ
ル
の
展
示
、
書
籍

化
さ
れ
た
過
去
の
小
川
未
明
文
学
賞
受
賞
作
品
の
読
書

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
未
明
研
究
会
に
よ
る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
未
明
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
限
定
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「
月
と
あ

ざ
ら
し
」
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
２
回
上
映
し
た
ほ
か
、

未
明
童
話
の
手
作
り
小
冊
子
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

高
田
文
化
協
会
で
は
、
刊
行
誌
『
文
芸
た
か
だ
』
に

掲
載
さ
れ
た
市
内
高
等
学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
描
い

た
表
紙
絵
と
、
関
係
者
が
未
明
に
つ
い
て
記
し
た
「
小

川
未
明
の
思
い
出
」
を
小
冊
子
に
し
て
、
来
場
者
に
配

布
し
ま
し
た
。
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小
川
未
明
文
学
賞
は
、「
日
本
近
代
童
話
の
父
」
と
い

わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学
精
神
「
人
間

愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す
る
た
め
、平
成
３
年

（
１
９
９
１
）に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心

に
夢
と
希
望
を
育
む
よ
う
な
鮮
烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
で
第
32
回
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ

１
５
７
０
０
編
を
超
え
る
作
品
が
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
川
未
明
文
学
賞

　

本
作
を
書
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す
う
ち
に
、

頭
の
中
に
大
き
な
岩
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
岩
に
は
、

文
章
が
思
う
よ
う
に
書
け
な
か
っ
た
と
き
の
苦
し
み
や
、
完

成
し
な
い
恐
怖
、
読
者
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
台
詞
や
文
章
に

な
っ
て
は
い
な
い
か
と
い
う
不
安
な
ど
、
多
く
の
悩
み
が
刻

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
岩
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に

ど
か
し
て
い
く
と
、
最
後
に
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
言

葉
が
刻
ま
れ
た
岩
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、「
私

は
こ
の
作
品
を
書
く
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
の
だ
。
幸
せ
だ
っ

た
の
だ
」
と
確
信
し
、
岩
は
溶
け
て
光
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

「
如
月
さ
ん
ち
の
今
日
の
ツ
ボ
」
の
主
人
公
、
青
葉
の
日

常
も
ま
た
、
光
で
は
な
く
岩
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
岩

を
変
え
て
く
れ
た
の
は
、
壮
大
な
出
来
事
で
も
、
ヒ
ー
ロ
ー

で
も
な
く
、
家
族
の
さ
り
げ
な
い
一
言
や
、
さ
さ
や
か
な
出

会
い
、
そ
し
て
「
ツ
ボ
」
で
す
。
本
作
が
読
者
の
皆
さ
ん
の

心
に
暖
か
な
光
を
灯
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

こ
の
度
は
小
川
未
明
文
学
賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
授
与
し

て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
32
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

　

 

古
都 

こ
い
と 

さ
ん

　
　
大
賞
作
品
「
如
月
さ
ん
ち
の
今
日
の
ツ
ボ
」

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
943-

8601 

新
潟
県
上
越
市
木
田
１
－
１
－
3

　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　

「
小
川
未
明
文
学
賞
係
」

　
　

（「 

」
部
分
は
朱
書
き
）

第
33
回
募
集
要
項

◆
募
集
作
品

①
短
編
部
門
（
小
学
校
低
学
年
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
20
枚
～
30
枚

②
長
編
部
門
（
小
学
校
中
学
年
以
上
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
60
枚
～
120
枚

・
い
ず
れ
も
小
学
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創
作
児
童
文

学
で
未
発
表
の
作
品
。
各
部
門
同
時
応
募
も
可
。

・
パ
ソ
コ
ン
等
で
原
稿
を
作
成
す
る
場
合
は
、
Ａ
４
用

紙
を
横
長
に
使
用
。
原
稿
は
縦
書
き
で
作
成
。

・
表
紙
に
題
名
、
筆
名
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
400
字
詰
め
原
稿
用

紙
換
算
枚
数
を
明
記
。

・
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
み
で
作
成
し
た
作
品
は
応
募
不
可

・
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
の
あ
ら
す
じ
を
表
紙
下
に
綴
じ

る
。　

◆
応
募
資
格
　

　

不
問

◆
応
募
方
法

　

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
、
メ
ー
ル

◆
締
切

　

２
０
２
４
年
10
月
31
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）　

◆
入
選
作

　

・
大　

賞
（
賞
金
100
万
円
・
記
念
品
）

　

・
優
秀
賞
（
賞
金
20
万
円
・
記
念
品
）

＊
詳
細
は
小
川
未
明
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　作品名 　担当グループ 
①「ひすいの玉」 …お話の会うさぎ
②「月とあざらし」 …シャーフの会
③「島の暮れ方の話」 …グループ空
④「金魚売り」 …未明童話の会

出張おはなし会

未明フェスティバルでの活動

特別展おはなし会

11月26日（日）

10月29日（日）

お話の会うさぎ　８月１日　安塚放課後児童クラブ
【ある男と牛の話】
　暑い夏の日、重い荷物を牛にひかせて仕事に出かけた
男。自分は酒を飲んでも牛には好物のあんころもちを食
べさせず、とうとう牛にけとばされてしまう。かわいそ
うな牛ではあるが、何となくユーモア感じる男の姿に、
子ども達も笑顔できいていました。

シャーフ【月とあざらし】
　市民サロンにおいて、パネルシアターで楽しんでもら
いました。ライアーという幻想的な音色の楽器と合わせ、
朗読しました。

グループ空　６月30日　大潟町小学校
【赤いろうそくと人魚】
　大潟町小への出張おはなし会では、地域内にある人魚像に
ちなんだ「赤いろうそくと人魚」や「真心の届いた話」など
を演じました。地区の町内会長さんからは、地域全体のとり
くみとして、作品に関連するエピソードが披露され、児童は
未明をより身近に感じられる機会となりました。

未明作品を小冊子にして配布
　折り紙を使っての表紙は好評で来場者に関心を持ってもら
え、作品を紹介しながら交流もできました。
「身近なお話がたくさんあるのですね」「孫たちと一緒に読
んでみたいと思います」などの感想をいただきました。

出張おはなし会、会員加入の連絡先
  上越市文化振興課　上越市木田１‒１‒３／電話 025-520-5628／FAX 025-520-5853

　今年度の特別展は１週間早く実施しました。
　うさぎ・空・未明・シャーフ各グループとも自
作したものを使い朗読しました。コロナが終息し、
落ち着いた環境でおはなし会をすることができま
したが、子ども達が少なかったのが残念でした。

未明童話の会【金魚売り】
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・小川未明文学館おはなし会…全23回、延べ参加者214人
・出張おはなし会（市内小学校、放課後児童クラブ）
・特別展おはなし会（文学館市民ギャラリー）…参加者14人
・会員の研修会（糸魚川市相馬御風生誕140年記念事業参加）

2023年度
の活動

15

研 修 会

文学館おはなし会

８月11日（金·祝）糸魚川市相馬御風生誕140年・春よ来い100年記念事業に参加

毎月第２・第４日曜日 14時～

御風生誕140年・春よ来い100年記念イベント「石塚勇　朗読アワー」
に参加して
　小川未明と相馬御風は高田中学・早稲田大学時代と同級で、その友情
は晩年まで続きました。その縁で糸魚川市より朗読を依頼されました。
　石塚勇さんの超低音の歌や朗読と一緒に、私達は未明の「ひすいの
玉」「青い玉と銀色のふえ」を朗読しました。糸魚川市市民会館の大舞
台での大きな経験でした。

お話の会うさぎ ４月23日【赤い魚と子供】
　花びらを食べて体が赤くなった魚の子どもと、そん
な魚を捕まえる人間の子ども。そして、子ども達を見
守る魚と人間の母親の姿。それぞれの母子の会話に心
がホッコリと温かくなるおはなしです。

グループ空 ７月23日【クラゲのおばさん】
　夏の海のおはなし「クラゲのおばさん」はブラック
ライトに美しく照らし出され、子どもの目をひいてい
ました。パネルシアターでは「夏の晩方あった話」や
「金魚とお月さま」なども上映し、映像ではなく、人
の手で動かすキャラクターに目をみはっていました。

発　行：未明ボランティアネットワーク
発行日：2024年８月30日

vol. 20
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未明ボランティアネットワークによるおはなし会
＊毎月第2・4日曜日の午後2時から文学館にて実施
＊小学校等での出張おはなし会を随時実施

小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

　小川未明文学館では、未明に関係す
る文学資料の収集に努めています。下記
の資料に関する情報をお持ちの方は、ご
連絡くださいますようお願いします。資
料の寄贈については、特定の場合（すで
に複数点を所蔵している資料等）を除き
お受けしますので、ご不明の点はお問合
せいただけると幸いです。

【主な収集資料】

１　特別資料
小川未明原稿、書簡、遺品、その他自
筆資料（短冊・書軸等）、写真（オリ
ジナル）、小川未明関係者資料（未明
書簡、献本など）

２　図書
未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所
収した資料も含む）、初出雑誌（未明
作品掲載）、未明作品の外国語訳、絵
本・紙芝居

３　参考資料
未明に関する研究論文、エッセイ、記
事（雑誌・新聞等）

令和６年度　小川未明文学館カレンダー● お知らせ ●

４月 特別展「第32回小川未明文学賞展」
　会期：4/27㊏～5/26㊐

５月 小川未明文学館こども祭（春）　5/11㊏

５～７月 童話創作講座　　　5/26㊐、6/23㊐、7/28㊐
第１回文学館講座　6/9㊐
特集展示「新収蔵品展－令和5年度収集資料－」
　会期：6/21㊎～12/18㊌
朗読研修会　　　　6/15㊏、6/22㊏、7/6㊏

８月 第２回文学館講座　8/17㊏

10月 特別展「髙村木綿子が描く『赤いろうそくと人魚』
絵本原画展」
　会期：10/5㊏～12/15㊐
第３回文学館講座　　　　　　　 10/27㊐
小川未明文学館こども祭（秋）　  10/27㊐
特別展おはなし会　　　　　　　 10/27㊐　
第33回小川未明文学賞募集締切　10/31㊍

12月 特集展示２　　会期：12/20㊎～R7/3/11㊋

３月 第33回小川未明文学賞贈呈式（上越）

http://www.city.joetsu.niigata.jp/
site/m

im
ei-bungakukan/


